
　本会では、毎年こども盲導犬教室を開催していますが、受講生から
介助犬についても知りたいとのご意見をいただきました。そこで、社会福祉法人 日本
介助犬協会へ取材に行ってきました。

介助犬とは
　介助犬とは手や足などに障害がある、肢体不自由の
方が日常生活で困る場面において、物品を運ぶ、ドア
を開けるなど、日常生活のお手伝いをする補助犬の一
種です。※視覚障害のある方は盲導犬、聴覚障害があ
る方は聴導犬がサポートをします。

社会福祉法人 日本介助犬協会とは
　介助犬の育成をしている団体です。介助犬の啓発活
動も行い、介助犬を一人でも多くの人に知ってもらえ
るように活動しています。

介助犬の課題について
　認知度の低さが問題です。介助犬を知ってもらうた
めにイベントの参加などPR活動に力を入れています
が、なかなか広まっていかない現状があります。活動
資金についても支援をお願いしています。

皆さんへ伝えたいこと
　現在、日本で59頭(2024年4月現在)の介助犬が活動しています。一方、潜在的に介
助犬が必要な人は1万5千人ほどいると言われています。必要としている方に知っても
らえるように、理解が広がるように、多くの人に介助犬について知ってほしいです。
皆さんに知ってもらうためにも、介助犬総合訓練センター（長久手市）では毎月見学
会を開催していますので、興味のある方はぜひご参加ください。ウェブサイトから申
込ができます。　
⇒　https://s-dog.jp　(日本介助犬協会ウェブサイト)

ちょこボラサービスの協力会員に興味がある方に向けた説明会を開催します。
ボランティア活動に興味のある方やちょこボラサービスを知りたいという方は
ぜひお気軽にご参加ください。

ちょこボラサービスの概要

開催日

高齢の方が日常生活で感じるちょっとしたお困りごとを地域で支え合うためのボラン
ティアです。利用を希望される【利用会員】とボランティアをしてくださる【協力会員】
を社会福祉協議会がおつなぎしています。

◎ちょこボラサービスとは？

活動に賛同し協力できる方は【協力会員】として本会へ登録していただきます。できる
人が、できることで支える活動なので、資格は一切不要です。

◎協力会員として活動するには？

月曜～金曜（平日のみ）　8：30～17：00
活動単位は30分で1回あたり最大1時間30分です。

◎活動時間

◎主なボランティア内容 換気扇掃除
庭の草取り

★退職後に地域のために活動したかった。
★人のためと思っていたが、続けていく中で、自分
　のためにもなる活動だと思うようになった。

・11月  8日(金)　13:30～14:30
・11月11日(月)　13:30～14:30
※説明会は2回とも同じ内容です。どちらかにご参加ください。

開催場所 本部 (栄3-1-2　尾張一宮駅前ビル4階)

申込方法 11月5日(火)までに下記URLまたは
右記二次元コードから申込みフォームでご応募、
https://forms.gle/XhZRKpHGqkKEZRMRA
もしくは本部(℡85-7024)までご連絡ください。

【問合せ】本部 ℡85-7024

その他(電球の交換やゴミ出しなど)
15％

買物
10％

掃除
14％

草取り
61%

介助犬を知っていますか？

10ページにて、補助犬の一種である盲導犬について学べる講座情報を掲載しています！

　介助犬は肢体不自由な方の生活を支えてくれるだけではなく、寄り添う姿から心の支えに
もなってくれるとの話がありました。介助犬のおかげで前向きになった方もいらっしゃると
のことで、改めて大切な存在であると感じました。
　現在愛知県では4頭の介助犬が活動をしているそうです。町中で活躍している姿を見かけ
ることがありましたら、優しく見守ってください。

PR犬のピト君です。介助犬は人
が大好きで、楽しく仕事をしてい
ます！

◎協力会員の思い
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